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お
寺
の
歳
時
記

　

お
彼
岸
と
お
盆
は
日
本
の
国
民

的
な
行
事
で
す
が
、
正
式
に
は

「
彼
岸
会

（ひ
が
ん
え
）
」
と
呼

ば
れ
る
仏
教
行
事
が
も
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。
お
彼
岸
は
春
分
の
日

と
秋
分
の
日
を
中
日
と
す
る
前

後
三
日
間
の
合
計
七
日
間
を
い

い
、
国
民
の
祝
日
に
関
す
る
法

律
に
よ
る
と
、
春
分
の
日
は
自
然

を
た
た
え
生
物
を
慈
し
む
日
、

秋
分
の
日
は
先
祖
を
敬
い
亡
く

な
っ
た
人
を
し
の
ぶ
日
と
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

 春分は立春からはじまる二十四節気の一つで、四
番目の節気にあたります。春分の日には太陽が真
東から登り、真西に沈みます。そして昼と夜がほ
ぼ同じ長さになります。日本では古来この頃に農
耕始めの祭りをしていたそうです。また「暑さ寒
さも彼岸まで」と言われるように、だんだんと過
ごしやすい季節になっていきます

春分

　

春
分

・
秋
分
の
日
に
法
要
を
す

る
の
は
、
昼
と
夜
の
長
さ
が
ほ
ぼ

等
し
い
事
か
ら
、
仏
教
の

「
中
道
」

の
教
え
に
ち
な
ん
で
い
る
な
ど
諸

説
あ
り
ま
す
。
彼
岸
は
先
祖
を

し
の
び
、
自
分
が
今
あ
る
事
に
感

謝
し
先
祖
を
供
養
す
る
と
と
も

に
、
自
ら
も
極
楽
浄
土
で
き
る

よ
う
精
進
す
る
仏
教
週
間
で
も

あ
り
ま
す
。

　

ま
た
彼
岸
と
は

「
悟
り
、
涅
槃

の
境
地
」
を
意
味
し
、
煩
悩
と

迷
い
の
世
界
で
あ
る

「
此
岸

（
し

が
ん
）
」
か
ら
悟
り
の
世
界
「
彼
岸
」

へ
到
達
す
る
た
め
に
、
修
行
を
す

る
期
間
で
も
あ
り
ま
す
。

　

彼
岸
の
入
り
に
は
、
家
の
仏
壇

を
き
れ
い
に
し
て
、
季
節
の
花
、

初
物
、
彼
岸
団
子
、
春
に
は
牡

丹
餅

（ば
た
も
ち
）
、
そ
し
て
秋

に
は
お
萩

（
お
は
ぎ
）
な
ど
を
備

え
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
祝
日
で
も

あ
る
春
分
の
日
に
は
、
家
族
そ

ろ
っ
て
お
墓
ま
い
り
を
し
て
、
お

寺
で
開
か
れ
る
彼
岸
法
要
に
も
参

加
し
ま
し
ょ
う
。

春分の日（3月 21 日）

ぼ
た
も
ち
（
牡
丹
餅
）
と
は
、

う
る
ち
米
と
餅
米
を
混
ぜ
て
炊
き
、

米
粒
が
残
る
程
度
に
つ
い
て
俵
状
に

ま
る
め
、
あ
ん
を
ま
ぶ
し
た
物
。
甘

味
を
口
に
す
る
機
会
の
少
な
い
時
代

に
は
ご
ち
そ
う
で
あ
り
、
来
客
の
も

て
な
し
や
田
植
え
の
後
の
寄
り
合
い
、

子
供
の
お
や
つ
、
ま
た
法
要
の
際
な

ど
に
供
さ
れ
ま
し
た
。
同
じ
食
べ
物

を
、
材
料
の
調
理
の
仕
方
で
呼
名
が
、

ぼ
た
も
ち（
牡
丹
餅
）、お
は
ぎ（
御
萩
）

と
も
呼
び
、
ぼ
た
も
ち
と
お
は
ぎ
と

の
区
別
は
し
だ
い
に
薄
れ
て
き
て
い

ま
す
。

●
春
│
牡
丹
餅
（
つ
ぶ
あ
ん
）
春
の

彼
岸
に
、
神
仏
や
先
祖
へ
の
供
物
と

さ
れ
た
小
豆
あ
ん
の
様
子
を
、
牡
丹

の
花
に
見
立
て
た
こ
と
か
ら
の
呼
名
。 

● 

秋
│
御
萩
（
こ
し
あ
ん
）
牡
丹
餅

と
同
じ
く
、
小
豆
あ
ん
の
様
子
を
秋

の
彼
岸
の
時
期
に
咲
く　

萩
の
花
に

見
立
て
た
こ
と
か
ら
の
呼
名
。 

春
の
お
彼
岸

万松寺駐車場＆万松寺パーキングがさらに便利に！

駐車場精算機で
クレジットカードが

使用できます！

カードを入れるだけ！サイン不要の簡単精算

タッチるすだけで簡単精算！
電子マネー「楽天Ｅｄｙ」も使えます！

●  昼間（8：00 ～ 20：00）100 円 /15 分
●  夜間（20：00 ～ 8：00）　50 円 /30 分

★24時間最大（平日：1,000 円　土日祝：1,400 円）24時間

年中無休
■旧券の交換は管理事務所（万松寺ビル北館 1階）または万松寺境内の受処へ。

【お問合せ】

052-251-4543
（9時～ 18 時）

ご利用いただける
クレジットカード

発行：萬松寺　〒460-0011　名古屋市中区大須３-２９-１２　℡.052-262-0735

お問合せ

萬松寺萬松
ご祈祷・供養はご祈祷・供養は

◆十一面観世音菩薩：先祖供養、水子供養

◆身代り不動明王：厄除け、無病息災、身体健全

◆白雪稲荷：商売繁盛、家内安全

病気平癒、災難消除

各種ご祈祷を受け付けております。
ご祈祷の受付は午前１０時～４時半まで。

毎月２８日はお不動さんの縁日

午後六時～、境内にて織田信長公ゆかりの由緒を伝える

「身代り餅つき」が行われ、参拝客の方々に振舞われます。

からくり人形『信長』は午前 10時～２時間おきに毎日５回上演しております。雨天強風の際は上演されません。

※2004 年 4/1 より⇒平日：1,100 円　土日祝：1,500 円

水
晶
殿   

イ
タ
リ
ア

建
築
雑
誌
の
表
紙
に

明るい光が照らす納骨堂「水晶殿」は２００９年、本堂
３階に設立。「今まではお参りをして先祖に戒められると
いう考えがあったが、元気をもらうというスタイルもあっ
てもいいのではないか」との住職の想いもあり、このよ
うな新しいスタイルの納骨堂がつくられました。

　

雑

誌Architetture Pisane

（
ア

ル
キ
テ
ッ
ト
ゥ
ー
レ
・
ピ
サ
ー
ネ
）
は
、

イ
タ
リ
ア
の
ト
ス
カ
ー
ナ
地
方
の
斜

塔
及
び
ガ
リ
レ
オ
で
有
名
な
ピ
サ
で

出
版
さ
れ
て
い
る
建
築
雑
誌
。
編
集

部
よ
り
「
魂
の
場
所
」、
墓
地
建
築
を

特
集
す
る
号
に
て
水
晶
殿
を
表
紙
に

掲
載
し
た
い
と
の
オ
フ
ァ
ー
を
受
け
、

雑
誌
は
今
年
２
月
に
イ
タ
リ
ア
に
て

発
売
さ
れ
ま
し
た
。
世
界
の
様
々
な

墓
地
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
中
、
特
に

水
晶
殿
が
表
紙
に
な
っ
た
の
は
、
ロ

ベ
ル
ト
・
パ
ス
ク
ワ
レ
ッ
テ
ィ
編
集

長
が
、
他
の
事
例
に
は
な
い
素
晴
ら

し
さ
美
し
さ
を
水
晶
殿
に
感
じ
た
か

ら
だ
そ
う
で
す
。
他
国
の
事
例
が
「
建

築
」
よ
り
も
「
伝
統
的
」
で
あ
る
事

に
傾
倒
す
る
中
、
伝
統
の
上
に
建
築

と
し
て
美
し
い
現
代
的
な
解
釈
を
さ

れ
て
い
る
水
晶
殿
に
大
変
感
動
さ
れ

た
と
の
こ
と
。
遠
く
イ
タ
リ
ア
か
ら
、

建
築
と
い
う
視
点
で
水
晶
殿
が
理
解

さ
れ
た
事
に
驚
き
ま
し
た
が
、
同
時

に
う
れ
し
い
出
来
事
で
し
た
。

万
松
寺
駐
車
場

万
松
寺
パ
ー
キ
ン
グ

料
金
改
定
の
お
知
ら
せ

２
０
１
４ 

年
４
月
か
ら
の
消
費

税
引
き
上
げ
（
５
％
↓
８
％
）

お
よ
び
電
気
料
金
の
値
上
げ
に

伴
い
ま
し
て
、
月
極
料
金
（
改

定
後
↓
全
日
３
１
、
０
０
０
円

／
屋
上
１
８
、
５
０
０
円
／
平

日
１
５
、
５
０
０
円
）
と
二
四 

時
間
打
ち
切
り
料
金
（
改
定
後

↓
平
日
１
、
１
０
０
円
／
土
日

祝
１
，
５
０
０
円
）
の
値
上
げ

を
お
願
い
さ
せ
て
い
た
だ
く
事

と
致
し
ま
し
た
。
何
卒
ご
理
解

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。



萬　　松　　寺　　新　　聞

発行：亀嶽林 萬松寺　〒460-0011　名古屋市中区大須３-２９-１２　℡.052-262-0735

平成２６年＜甲午＞３月号

 

　
萬
松
寺
は
織
田
信
長
公
の

父
・
信
秀
公
に
よ
っ
て
織
田

家
の
菩
提
寺
と
し
て
開
基
さ

れ
ま
し
た
。

　
信
秀
公
の
葬
儀
は
菩
提
寺

で
あ
る
当
山
で
執
り
行
わ
れ
、

そ
の
時
に
起
こ
っ
た
『
ご
焼

香
事
件
』
は
信
長
が
「
う
つ

け
者
」
と
呼
ば
れ
る
元
と
な
っ

た
事
件
で
す
。
ま
た
こ
の
事

件
は
舞
台
や
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ

に
の
せ
ら
れ
る
事
も
多
い
、

有
名
な
事
件
で
す
。

　

天
文
十
七
年

（
一
五
四
八
）
、

信
秀
公
は
今
川
家
に
対
す
る
防
衛

の
為
、
那
古
野
の
東
方
の
丘
陵
に

末
森
城
に
移
り
住
ん
で
い
た
。
同

年
、
信
長
の
嫁
に
美
濃
の
斎
藤
道

三
の
娘

・
濃
姫
を
迎
え
る
が
、
こ

の
婚
姻
に
は
今
川
や
朝
倉
の
脅
威

を
と
も
に
感
じ
て
い
た
信
秀
公
と

道
三
が
平
和
外
交
に
転
じ
た
と
い

う
背
景
が
あ
っ
た
。
信
長
に
嫁
を

迎
え
入
れ
、
弟
信
行
を
末
森
城
に

呼
び
入
れ
た
頃
か
ら
、
信
秀
公
は

ま
る
で
戦
火
の
中
に
過
ご
し
た
こ
れ

ま
で
の
疲
れ
が
、
ま
と
め
て
押
し

信
秀
公
葬
儀
と
信
長

織
田
信
長
ご
焼
香
事
件

織田氏は尾張の国の守護代の家柄であったが、信秀は

その一族とはいえ、守護代ではなく織田家の支流の支

流というべき立場であった。しかし、才智勇にたけた

信秀公は、時代の傾向を先取り、実力で尾張の織田を

統一したと言われる。当山に現存する木像から見ると、

体形はややふくよか。精悍（せいかん）な顔立ちなが

らも、温容さを兼ね備えた好男子であったようだ。

信
秀
公
木
像

信
秀
忌

　
毎
年
三
月
三
日
、
信
秀
公
の
祥
月
命

日
に
は
本
堂
に
て
追
善
法
要
を
勤
め
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
法
要
の
後
に
は

幸
若
舞
保
存
会
に
よ
る
舞
の
披
露
も
行

い
ま
す
。信
長
も
こ
の
幸
若
舞
を
好
み
、

中
で
も
「
敦
盛
」
と
い
う
演
目
が
気
に

入
っ
て
よ
く
舞
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
て

い
ま
す
。

　
ま
た
本
年
は
織
田
家
子
孫
、
茶
道
有

楽
流
宗
家
十
七
代
目
家
元
に
よ
る
献
茶

も
行
わ
れ
、
家
元
自
ら
が
信
秀
公
位
牌

の
御
前
で
茶
を
点
て
、
お
供
え
致
し
ま

す
。
有
楽
流
は
織
田
信
秀
の
十
一
男
、

信
長
の
実
弟
で
あ
る
織
田
長
益
（
有
楽

斎
）
が
創
始
し
た
茶
道
の
流
派
。
有
楽

斎
（ 

う
ら
く
さ
い
一
五
四
七
〜
一
六

二
一
）
は
、
茶
の
湯
の
創
成
期
に
尾
張

が
生
ん
だ
大
茶
匠
で
あ
り
、
現
在
、
愛

知
県
犬
山
市
に
移
築
さ
れ
て
い
る
、
有

楽
斎
が
造
っ
た
茶
室
如
庵（
じ
ょ
あ
ん
）

は
国
宝
に
も
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

信
秀
公
の
墓
碑
は
、
織
田
の
提
灯
が
た

く
さ
ん
下
が
る
地
下
道
を
下
っ
た
先
の

「
奥
の
院
」
に
あ
り
ま
す
。

信
秀
公
の
最
期

寄
せ
て
来
る
よ
う
な
、
体
の
不
調

を
感
じ
始
め
て
い
た
。
そ
ん
な
矢

先
の
天
文
二
十
一
年
（
一
五
五
二
）

三
月
三
日
、
信
秀
公
は
突
然
の
病

で
亡
く
な
る
。
享
年
四
二
歳
で
あ
っ

た
。

　

信
秀
公
の
葬
儀
は
自
ら
が
開
基

し
た
萬
松
寺
で
盛
大
に
営
ま
れ
る

事
に
な
り
、
三
〇
〇
人
を
超
え
る

僧
侶
ら
が
読
経
す
る
中
、
中
央
に

は
住
職
大
雲
永
瑞
大
和
尚
、
そ
し

て
親
族
は
土
田
御
前

（
信
秀
の
正

室
、
信
長
の
母
）
濃
姫
、
信
秀

公
の
側
室
、
弟
信
行
、
信
包
ら

が
ず
ら
り
と
並
び
、
七
〇
〇
名
の

家
中
の
人
が
参
列
。
と
こ
ろ
が
、

喪
主
の
信
長
が
い
っ
こ
う
に
現
れ
な

い…

　

焼
香
の
時
間
が
近
づ
き
、
皆
が

緊
張
に
包
ま
れ
た
時
、
よ
く
や
く

本
堂
に
信
長
が
現
れ
た
。
し
か
も

そ
の
姿
は

「
荒
く
れ
者
信
長
」
の

日
頃
の
姿…

茶
筅
ま
き
の
髪
、
腰

に
荒
縄
の
帯
、
長
束
の
太
刀
と
脇

差
を
さ
し
、
は
か
ま
は
な
く
、
葬

儀
の
場
に
は
全
く
ふ
さ
わ
し
く
な
い

服
装
で
あ
っ
た
。
突
然
現
れ
た
信

長
は
、
い
き
な
り
抹
香
を
大
き
く

手
づ
か
み
に
す
る
な
り
、
信
秀
公

の
位
牌
に
投
げ
つ
け
た
の
で
あ
っ

た
。
こ
の
時
、
信
長
は
十
八
歳
。

こ
の
葬
儀
で
の
振
る
舞
い
に
よ
っ
て
、

「
信
長
は
う
つ
け
者
」
だ
と
い
う
噂

は
さ
ら
に
高
ま
る
事
に
な
っ
た
。

　

近
年
、
信
長
の
こ
の
行
動
は
近

隣
諸
国
に

「う
つ
け
者
」
と
油
断

さ
せ
る
為
の
計
算
さ
れ
た
行
動

だ
っ
た
と
い
う
説
も
あ
り
、
芝
居

や
歴
史
小
説
で
は
こ
の
説
を
と
る

も
の
も
多
い
。
し
か
し
、
緊
張
と

父
の
死
を
い
た
む
気
持
ち
が
一
度

に
あ
ふ
れ
涙
が
こ
ぼ
れ
そ
う
に
な
っ

た
も
の
を

「
形
式
ば
っ
た
焼
香
な

ど
出
来
る
か
」
と
抹
香
を
た
た
き

つ
け
る
よ
う
に
し
て
涙
を
お
さ
え
た

の
が
、
傍
若
無
人
と
映
っ
て
し
ま
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
説
も
あ

り
、
こ
ち
ら
は
信
長
の
人
間
味
を

垣
間
見
れ
る
よ
う
な
話
で
あ
る
。

信
長
、
父
の
位
牌
に

抹
香
を
投
げ
つ
け
る

信
秀
公
墓
碑

■右上写真／１９７３年に放送されたＮＨＫ大河ドラマ「国盗り物語」より。信長（高
橋英樹）と大雲永瑞大和尚（先代住職・伊藤治雄）。ご焼香事件は、現在でも様々な
ドラマにのせられる。■左下写真／ご焼香事件は「からくり人形～信長」の第１幕で
も再現されています。毎日１０時～２時間おきに５回上演。（雨天強風時中止）第２
幕は幸若舞を舞う信長が再現されます。

▼
一
般
の
方
の
参
拝
も
可
能
で
す
。

三
月
三
日
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